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2012年春季要求回答交渉
要求すれば人員もとれる！自治労県職労の強い要求で職訓指導員の採用拡大 

非常勤職員の退勤時特別休暇については、今回の課題を踏まえて見直しに活かしていきたい
自治労県職労は4月27日、2012年春季要求の回答交渉を行いました。主な回答は次のとおりです。
	要求
	被災地長期支援のための人員配置を求める。


回答：土木等、技術系の職員については、臨任対応。事務職については、人材課付けで派遣しており、欠員は無い。
※現場の負担を軽減し、長期の支援体制を確立するためにも、臨任対応ではなく、正規補充を求める。
	要求
	職業訓練指導員の採用を拡大すべきである。


回答：3名採用の方向で、現在調整中だ。
※欠員補充の第1歩と捉え、大幅な欠員の解消に向け、来年度以降も採用拡大を求める。
	要求
	児童相談所の人員増。国の人件費上乗せ措置分は、どのように対応したのか？


回答：必要なところには定数増で対応してきた。来年度も採用する方向で調整中。交付税の決定が3月中旬だったので、上乗せ分は対応していない。
※国の上乗せ分を含め、今後更なる増員を求める。
	要求
	メンタルヘルス不全対策で、精神科医の産業医との意見交換の早期実施を。


回答：なるべく早く実施できるよう調整する。
	要求
	節電対策実施にあたって、基本要求交渉での確認どおり、早期に労使協議を行なうこと。


回答：熱中症対策も含め、実施にあたっては、労働安全衛生、労働条件に関することは話し合って行く。
	要求
	災害時対応における労使協定の早期協議を。


回答：安全防災局で全般的な災害時対応を検討している。それがまとまった上で協議したい。
※節電対策は連休が明ければ猶予が無い。大災害は何時起きるかわからない。労使協議も「スピード感」を持つべきでは？早急な協議を求めていく。 
	要求
	「副局長」の設置で、決裁等の内部管理事務の増加はないか。「副課長」と「課長代理兼ＧＬ」の配置数は？


回答：新に「副局長」を決裁経路に加えるなど、事務負担を増加させることは無い。課長代理兼ＧＬも位置付けを明確にしただけで仕事は増えていない。副課長は71所属、課長代理兼ＧＬは59所属に配置。
	要求
	グループ・ウエアの改善策を示せ。


回答：担当課から、「便利な使い方」を周知したい。
※ハード面は情報主管課に、ソフト面は行政改革課に対し、組合としても改善提案を行っていく。

	要求
	事務事業評価等、類似調査はムダ。改善を。


回答：それぞれ必要があってやっている。
※上記回答こそが、ムダな仕事の温床となる意識だ。批判と同時に合理的な方策を組合で提案していく。

	要求
	行政補助員制度について、今後の「研究」の方向性やスケジュールを示せ。


回答：行政補助員制度について、どのような形がいいのか、来年の募集に向けて「研究」していきたい。
※来春に向け、制度の抜本的見直しを引続き求める。

	要求
	非常勤の退勤時特別休暇が4月3日の荒天で適用されたが、所属への周知が一部メールで行なわれ、伝達されなかったケースがある。今後伝達は電話で行うべきだ。


回答：今回の課題を踏まえ、見直しに活かしたい。
	要求
	基本要求で合意した、障害のある職員と人事との話し合いは何時行うのか？


回答：現在人材課になげかけている。
	要求
	本庁駐車場の危険な舗装を改善すること。


回答：近々穴埋め工事を行う。
※危険回避としては半歩前進ではあるが、相変わらず危険な状態であり、引き続き抜本的改善を求める。


昨年１月からスタートしたグループウェアですが、マニュアルはあるものの、全職員に対する研修が行われておらず、現場では非常に使いにくい状態になっています。日々の業務をこなすにあたって、職員からいろいろな問題点や要望が出されています。

自治労県職労は、組合員からの提案を受けて、「グループウェアについて考える情報システム検討部会」を設置しました。第１回に引き続き、４月２５日昼休みに組合事務所において、９名の組合員等が参加し、第２回の検討部会を開催しました。前回の検討部会で出された問題点をさらに掘り下げ、改善策について議論しました。
グループウェアの問題点・改善策

○新着一覧を見ると、【関係所属あて】【全所属照会】などといった自分の業務にまったく関係のない依頼文書等が全職員に送られている。そのため、本当に必要な情報を見落としてしまうことがある。

⇒新着一覧に関係のないメールが表示されないよう自分で設定をすることが可能なので、方法を職員に周知しては。
○調査・照会の文書は、担当部署にだけ送ることにしてほしい。そもそも、発信方法のルールが定められていないので、今後きちんと整理しなければいけない組織上の問題と考えている。同じような内容の調査が別々の担当課から送られてくる。

⇒調査・照会のシステムや発信方法のルールづくりが必要である。具体的な改善策を提案したい。

○県の電力・節電対策については、まったく見ていない。トップページではないところに移動させて、見たい職員だけが見るようにできないか。

⇒画面上に表示されないようにする方法があり、マニュアルには掲載されている。くりえいてぃぶ（組合ニュース）等で職員にお知らせするとよい。
○スケジュール表については、便利であると感じている職員もいるが、使い方がわからない。便利な機能は使いこなすことができるよう、職員研修が必要だと思う。

⇒このシステムを熟知している職員を次回の検討部会に招き、参加者に説明をしてもらうよう依頼する。
○同一所属内で異動をした場合、ＧＷに反映されない。４月に組織が変わったのに、完全な修正がされていない。

⇒各所属では修正ができないようであるが、修正する権限を持っているのはどこなのか？まず、明らかにさせることが必要である。
情報システム全般の問題点

○所属サーバーへのアクセスに時間がかかる。

○CMS（コンテンツマネジメントシステム）の反応が遅く、処理に時間がかかる。

「2012年度災害ボランティア養成講座」受講生募集

１．講座の目的
　　東日本大震災によって、この1年間に多くの人々が新にボランティア活動に参加しました。

　　しかしながら、東日本大震災の被災地は今なお復旧・復興には程遠い状況にあり、ボランティアに対するニーズは、依然として多く、かつ、多様化してきています。

　　首都圏での大規模災害の発生も懸念される中、ボランティア活動に熱意を持って取り組もうとする意欲のある人や、リーダーシップを求められる職場責任者を対象に、被災地・者の支援に必要な災害ボランティアの基礎を学んでいただき、ボランティアの層を厚くすることを目的に開催します。

２．日程とカリキュラム
　①6月23日（土）ボランティアの基礎・東日本での活動報告・心のケア

　②7月 7日（土）日赤救急法救急員養成講習会

　③7月14日（土）日赤救急法救急員養成講習会

　④7月21日（土）日赤救急法救急員養成講習会

　⑤8月 4日（土）災害対応クロスロードゲーム・

　　　　　　　　　災害想定図上訓練

　※全日程ともに、講義時間は9時～17時。

３．会場：連合神奈川会議室（中区山下町24-1）

４．主催：連合神奈川ボランティア・ネットワーク

５．募集人員
　　全日程（5日間）に参加できる方を対象に、募集人員30名。（応募多数の場合は抽選）。

６．受講料：無料

７．申込み方法
　　5月25日（金）までに、組合事務局あてお申込みください。

連合神奈川公務部門連絡会学習会
3.11被災地から見えてくる　生活基盤としての公共サービス に参加しませんか？
○日時：5月31日（木）18時から

○会場：県民ホール6階大会議場
○現地報告

・仙台市交通労働組合　　大友執行委員長

・ＪＰ労組東北地方本部　伊藤執行委員

　○総論：県自治研センター勝島事務局長
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